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Agenda 時代への挑戦は、アイディアとシ
ステムにおける独自性と先端性に
おいてその新しい事業の可能性を
提案したい。



Strategies for growth
NAVIGATING THE FUTURE



アイディア

深海における海水の質量とその流動エネルギーをその
海水を受ける羽の構造のデザイン、タービンにおける
高ギア比における発電環境、エネルギーの変換量を
40％に目標を掲げ、その大きな発電量における新た
なエコエネルギービジネスの構築を実現したいと考え
ます。



詳細
これらは深海における流動スピードの測定などとともに、現状の水力
発電環境が、安易に10000基設置できることは、その事業化を最大限
求めるとき、クリーンエネルギーにおける日本のすべての電力消費を
賄ることができる、新たなクリーンエネルギーにおけるビジネスの構
築を提案できると考えます。

これらは地理的な設置の計画、電力送電網の設置などにおいて、発電
施設の開発とともに、事業化の可能性を提示できると考えます。



可能性
これらはクリーンで安価な電力の安定供給が実現できるものであ
り、事業化の可能性は大きいと考えます。

またその供給環境は無限にあるため、コストと安定性における新
たなクリーンエネルギーとしての提案が可能であると考えます。



競合と収益構造

すべての電力事業が競合しますが、コストパフォーマ
ンスにおいて、その比較を得ないことにおいて、競合
はないと考えます。

それらが低コストにおける電力の安定供給を実現でき
るため、安定した収益の構築が可能であると考えま
す。



チームに会う

Takeshi  Kuroda 



サマリー

EYETEC 社では、新しいアーキテクチャーとともに、その生
活におけるデジタルサービスとの新しい可能性を提案する
ものです。それら可能性が事業における現実として提案で
きる強みであり、先端システムにおける提案を実現できる
と考えます。



ありがとうございま
した
Takeshi Kuroda 
０９０（３７６０）１８８２
takeshi_kuroda@eyetec.co.jp
eyetec.co.jp/
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